
■中国：政府、水素エネルギーの利用拡大のため燃料電池車を普及させる方針 

大手経済紙は 2019年 3月 18日、政府が水素エネルギーの利用を拡大する方針であること

から、2030年には水素ビジネスが約 1兆元（16.5兆円）の規模になると報じた。なお、政

府の計画では、2029 年末までに燃料電池自動車（FCV）を合計 200 万台普及させるため、

今後、水素ステーションを合計 1,000カ所建設することになっている。 


